
２月１９日 「書初展 美術展 展覧会 見事な作品」 
 

校庭の梅の花の蕾がだいぶ膨らみ、白い花が咲き始めています。春

が近づいてきています。 

さて、先日、武蔵野市で連合の書初展と美術展が行われました。各

学校の代表作品が市民文化会館に飾られました。 

書初展の作品は桜野小の３階の渡り廊下にも飾られています。１

年生から６年生まで、どれも力強く美しい字でした。書初は日本の伝

統的な取組ですので来年もさらに磨きをかけていきましょう。そし

て、これからも文字の形を整えて書く習慣を付けていきましょう。 

また、美術展も開かれました。美術展の作品は校舎内に飾れないの

で、校長先生が写真に撮ってきたので紹介します。ここにも、１年生

から６年生まで、作品に思いがしっかりと込められていました。自分

の世界を膨らませ、想像し、カラフルな色を使い、見事な作品です。

校長室の掲示板に写真を貼っておきますのであとで見てください。 

そして、先週は「伝える」をテーマにして、展覧会が開かれました。

全ての作品に、皆さん一人一人の個性が輝き、見る人に感動を与えて

いました。鑑賞の時間には、上級生と下級生が交流して、作品のよさ

を伝え合っていました。その様子は優しく思いやりの心が育ってい

るなあと感じ、桜野小ならでは光景でした。また、各学年の装飾、ア

ートクラブの作品にも工夫が凝らされていました。実行委員会の取

組には、展覧会を盛り上げようとする熱い思いが込められていて、取

り付けが終わった時には「やったー」と達成感を味わっていました。 

このような皆さんの取組を見て、展覧会を参観された多くの方か

ら、素晴らしかったですとお褒めの言葉をたくさんいただきました。

「桜野小の子供たちの作品は伸びやかで、思いが込められています

ね」「普段の子供たちが明るく優しいから、このような素敵な作品が

作られるのです」と話されていました。たいへん嬉しかったです。 

この展覧会で学んだ事を振り返り、普段の学校生活、家庭生活に生

かしていきましょう。 


